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静岡県水産試験場

�425焼津市小川汐人3690

年　度　の　姶　め　に　あ　た

　水卒業を取り巻く諸情勢は非常に厳しいもの

があ白寸すが，このうち，燃油については本年

！月後半か副直下り傾向とな土厳しい中にも

わずかてはありますが明るい兆しが見えてきた

感じがいたします。

　国と同じように，県の財政は非常に厳しい扶

態にあレ圭ずがバ談員一致協力して試験研究課

題に取０組み，水産業の健全な発展を図るべく

努力いたす所存ですので，業界の皆様方のご協

力とご指導をお願いいたします。

　今年度から，県の機構改吊ﾊﾞﾆ伴いまして，本

場の研究部門の組織が改められました。水産研

究の生産開発部門と利川普及部門との調和を国

土それぞれの体制を明確にレ　研究効率を

より高めるために「漁業開発部」と「利用普及

部」が新設されましだ。その詳細については別

記いたしましたのでご参照下さい。

　県財政の厳しい中にもかかわらず，昭和45年

に進水いたしました沿岸漁業指導船「あまぎ」

の代船が建造されることになりました。新船は

強化ブラスチック裂で24トン，12ノットですが、

王機駆動の軸発電機や犬口径プロペラなどの採

用によ０省エネ，省力化を図るとともに科学魚

採をけじめ数数の新鋭計器を塔載し，時代にマ

ッチした機針吐のある調査指導船として10月に

進水の運びとなる予定です。

っ　て

　　　　　　　　場長　松浦勝己

　また，新聞紙上ですでにご承知のことと思い

寸すが，沿整法や漁業法などの改正法案が３月

末に閣議決定され，今国会に提出されようとし

ています。漁業と遊漁の調和がクローズアップ

され，栽培漁業もいよいよ体系化されて栽培漁

業に対する水試の役割も明確化されようとして

います。

　本年度の水試の試験研究の主要目標は，資源

管擢型漁業への転換，栽培漁業の推進，水産物

の高度利用と消費拡大，魚病対策，資源有効利

用の推進，漁場保全，水産業改良普及の推進等

であ０，それぞれの分野でより業界の皆様のご

要望に答えうる試験研究を行って参０たいと存

じます。

　本年度新たに水産物の付加価値を向上させる

ための予算が認められましたので，新製品開発

に今まで以上に積極的に取０組んで参ります。

　水産試験場は業界の皆様方の水試であＯます

のて，本場，分場を問わずご要望，ご意見をど

しどしお寄せいただき，皆様とともに本県水産

業の発肢につくす所存であ０ます。

　今後ともよろしくご指導ご鞭達をお願い申し

上げご挨拶といたします。



マ　サ　バ　資　源　の　動　向

　近年マサバ漁獲量の減少傾向が著しく，その

資源勣向か注目されています。ここては，いく

つかの見倣から太平洋系群のマサバ資源の現状

について紹介します。

太平洋系群とは

　日本周辺にはいくつかのマサバの系群（同じ

回遊経路と生活を持つ集団）があＯますが，私

達が対象としているマサバは太平作系群と坪ば

れるもので，資源量的に晨も太古い系群です。

第１図口火平年系群の分布・回遊と産卵場につ

いて示したものです。すなわち，３～６月に伊

豆諸高浜域で産卵を行った群は，それ坦降素餌

北上回遊をして，夏～秒に.は京浜～三陸斗域に

分在します。そしてn～12月頃に雨下を胎め，

冬には房総海域で越冬を行い，叫び３月頃には

産卵場に来遊するというパターンの群です。
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第１図　マサバ太平洋系群の分布・回遊と産卵

　　　　　（水産庁研究部　我が国漁船の漁獲対

　　　　象魚種の漁獲量と生物特性（I）:1979，

　　　　より転写）

漁獲量の変化

　第２因に昭和4↓年以降のサバ漁獲量の経年変

化を示しました。全国の漁叛服はマサバのみで

はなく，ゴマサバを含めたサバ類全体の漁獲量

です。その中に占める太平洋系群のマサバの漁

獲量の割合は高く，的述したように太平洋系群

の資源量の大きさがわかると思います。その太

平作系群の漁獲量は，昭和53年には約130万トン

と史上最良を記録した後，減少の一途をたとい，

昨57年には約22～23万トンに落ちニみました。

その内，北部犬平作でのまき網による漁獲量け，

昭和53年の約110万トンをピークに減少レ昨57

年には約21万トンとな０ました。そして関東近

海でのたもすくいによる漁獲量は，まき網より

↓年ずれて昭和54年に約18万トンのピークを迎

えた後減少し，昨57年には約１万トンとかって

ない不漁となりました。続く今58年漁期は，３

月までて昨年の漁期全体の２倍近い量となって

いますが，依然極めて低い水準であることには

変りありません。　このように，太平洋系群のマ

サバの漁獲量は、このわずか５年の聞に今まて

なかったような非常に大きな変動を示していま

す。漁獲量が減る要因には，56年漁期にみられ

るような水訓の低下，すなわち環境条件の急変

などもあり寸すが，この５年間の漁獲量の急減

経過は，資源量の極端な低下が主因と考えられ

ます。それは，後述しますマサバの生物的な特

性の変化にも裏付けされます。
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　　第２図　サバ漁獲量の変化（宇佐美1982に追加）

漁場の推移

　第３図は昭和40年玖降の各年漁期中の漁場の

推移を示したものです。昭和40年代前半では１

～２月には房総海域，２～４月には銭洲海域，

４～５月に大室出し，ひょうたん瀬などの伊豆

諸島北部海域，そして５～６月に再び房総海域

に漁揚が形成されるというパターンてした。そ
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紅炉40年代後半になると厨総海域ての漁場形成

があまりみら紅なくなり，漁期の大半（１～４

月）は銭洲海域，漁期後半（４～６月）は伊豆

諸島北部海域というパターンとなＯました。さ

らに50年代になると，銭洲海域での漁場形成も
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　57年は４月まで漁期が形成されないという極

めて異例な年でした。　４月下旬からの漁場は太

室出レ十波といった伊豆諸島北部海域の内で

も殼も北寄りの海域てした。そして56年と同様

に絡漁期には房総海域に漁場形成がみられまし

紀。今58年はばぼ例年通０の２月上旬から漁期

が形成されましたが，漁場は房総海域でした。

初漁期に房総海域で漁場形成がみられたのは13

年振０でした。このように近年漁場の形成のし

方には変化が表われてきました。端的には漁場

の推移の範囲が狭くなってきたと言うことがで

古ると思います。そして３～５月の漁場は産卵

塔でもあることを考え合せると，太平洋系群の
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少なくなり，漁期のはとんとか伊ﾘj諸隔北耶洵

域てみられるようになレ圭した。そして56年に

は低温水の影響で漁開前半に一時期体面状態に

瞳いり，寸た終面期にけ田総海域に漁場が形成

されるという変化がみられました。

㎜　銭州，わたり瀬

|茫z1　大室出し，ひょうたん瀬，高瀬

巴ｺ　房総沖（勝浦沖，犬吠崎南東沖）

第３図　漁　場　の　推　移

　　　　　　　(安原・鈴木1981に追加)

再生産に与える影響も危惧されるわけです。

　寸だ崇餌期についても昭和51年澗修道東での

㈲場形成が全くみられなくなってお肌太平洋

系群の回遊経路の南北出端で分布域が縮少して

いると言えます。　どんな生物でもそうですが，

その資源の増大期には分布域が拡大し，減少期

白ま縮少するのが通例です。

産卵量の変化

　次に産卵量の変化をみることにします。第４

図は昭和26年以降推定されている太平洋系群の

年々の産卵量の変化を示したものです。昭和20

年代後半に50非粒以下の水準であったものが，

30年代後半には10倍程度の400～800兆粒の水準

1950　52　54　56　58　60　62　64　66　68　70　72　74　76　78　80　82

S.25　27　29　31　33　35　37　39　41　43　45　47　49　51　53　55　57

第４図　マサバ太平洋系群の産卵量の経年変化（東海水研1982）



目脂増レごいます。その後45年頃には100非粒

台に一一特期減少し寸しノブヘ円び増加して49年

には1､000兆粒と牡瓦の水準に達し寸した。　し

かヽしその後は漸次減少の傾向を示し，昨57年に

は200兆粒を若十下回るは犬作定言れてい士す。

　第４図の巾の200～400兆粒のところに斜線を

引いてありますか．これは，佐卵ドと親と子の

関係から，犬す洋系群の資源を維持するために

必要社章卵綴の水準と考えられているものです。

こかからみると，昨57年の産卵量は今後の資源

動向を犬古く左右ずるものと思本針工ます。昭和

45年前後にも200兆粒の水草を下回った特期が
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ありますが，この特は牛古残り条件かおる程度

良かったと考えられ，その後面獲加入毎に増加

レましだ。57年も斤卵鍛とレごけ半なかっﾌﾟﾆち

のの，それから発生しブニ幼稚魚の分布威か比較

的多くみられていた０，それらの餌となる動物

プランクトンの分布は仁多いといテ肋怖があ０，

今後の面獲加人証に期待をかけたい年級です。

年令組成の変化

　第５図は昭和44年からの年々関東近海で漁獲

されたマサバの年令組成を示し犬ものです。年

によっていろいろな組成がみられまずが，一番

多くみられるのは３年魚がヴ越する形です。
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第５図　年令組成の年変化（―都三県水試「関東近海のマサバについて」より）

　マサノ列ま満３年で産卵に加わるので，産卵塔

への来折釘は３年魚が卓越した山を形成する年

令組成が好ましいと言えます。ところが，その

上うな組成からずれる年がいくつかみられます。

昭和44，47，48、53，56年です。57年は割合と

しては３年魚が一番高いものの，４年魚より５

年魚が多いなど，通例の年令組成のパターンと

は異なっています。また56，57年ては２年魚あ

るいはそれ坦ドの末成魚の漁獲割合が今までに

なく筒く出ています。さらに今58年は前述した

上うに２月上旬から銚子沖で漁塔形成がみられ

ましたが，ここての漁獲物は２年魚主体のよう

です。この上うに年令組成にずれが生じる時期

も資源の変動期を示唆するものと考えられます。

　坦ヒいくつかの生物的特性からマサバ太平洋

系群の資源の現状についてみてきましたが，こ

れらのことから考えると，昭和50年代前半は漁

獲量としては史上飯高の水準を記録した時期で

すが，資源の内部構造にはすでに変化がみられ

始めていたと言えます。そしてこの時期は遠州

灘沖に大冷水塊がてきる社と環境の変動期でも

あｏずしん。従って，50年代前半の豊漁は見か

けの上のことで，過大社面従努力量に支えられ

ていたと考えることもできます。そして資源の

減少は急速に進み，昭年57年そして本年とその

影響が目立って漁推量に表われてきこと言えま

す。

　さて今後，太平洋系群のマサバ資源はどうな

るかというこ仁になＯますが，残念ながら早期

の回復は望めそうにあ０ま甘ん。現在まてのと

ころ，昨57年生まれのものの生き残０が比較的

良いということが唯一の明るレ防報です。　この

年級が順調に漁獲に加入し，さらに再生産がう

寸く行くことを期待したいと思います。また，

太平洋系群を将来にわたって維持させて行くた

めの漁獲管理についても慎重ﾊﾞこ検討を行う時期

に来ていることも改めて認識しなければならな

いと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　(津久井文夫)
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潜水艇支援船｢なつしま｣による駿河湾深海調査

　海江村ﾂﾞ:技術センター所属の潜水渋夜船「し

んかい２０００」回より深海の渋否が淮められ上

ケ犬レてい寸言がづ恐日，その支援母船である

レ⑤つレ土」回土石駿河湾渋否を実施生石際、

泉船言石賎豹に恵まれ寸したので，その概要に

ついて絹介し往生。

　言⊃レま（1う５３トン）は，水中テレビカメ

ラ・スティルカメラに土る観察および撮影，サ

イドス牛ャンソナーに土ろ海底地形の調否や仙、

群探翔機に土石調夜等を行うニとがてき往生。

士A入船位決定のための衛川航法システムや海

中側位のかめの斤響トランスボンダ等を装備し

てい寸言。

　な白し∧い二土石駿河湾の深海調査は，昭和57

年12月１目～!2日に実施されましたが，このう

ち卵７目の２日開、焼津沖・大井川沖において

行われた調査の際乗船することができました。

調査内容としては，深海用水中テレビ・サイド

ス牛ャンソナーを使用して，水中あるいは海底

の状態を観察し同時にスティルカメラに土石

写真撮影を行いました。写真撮影は，一定開隔

て回折的に行うか，あるいは船上から必要な特

に行うかの２つの方法が可能てした。

　水中テレビ・サイドス牛ャンソナーは，船尾

からワイヤーで海中へ降ろレ約１ノットで曳

航します。水中テレビでは，水中・海底の生物

(サイドスキャンソナーを深海に降ろす作業)

あるレは，府中・海底の状態についてビデオに．

捉づと同特に，船内の研大京にあるモニターテ

レビて観察ず祁ことがてＡ往牛。サイドス牛ャ

ンソナ八三川良の凸凹や斯ﾔ言と仁ゾ上う

帽併氏の組かべ部分につ匹ごの精密壮百料士収

渠ヤ｛ことができます。どちらの調古結果も、

潜水調査船による効半的で安全な調査のためび）

副ﾄﾞ壮行料になると予想されまず。

　焼津沖～大仲川沖にかけての海域は，サクラ

ェビ/了との漁業の服要壮漁場と壮っていまず。

この付近の海域も，昨半夏の台風により多くの

滝本かおり，大き壮問訟と壮りましたが，今川

の水中テレビによる映察ては沈本は見られま甘

んてしか。

　調査海域の底首はどちらも足の部分が多いの

で，大井川河口付近壮どのように濁０が強く，

水中テレビでもやっと海底が見えているという

こともありました。また海底付近に流れかおる

ためか，透明度が良かったのが，一一瞬にして見

え壮く壮ってしまうこと九あＯずしん。深海性

の坦はソコダラ類などが見られましたが足首の

ためカメラか近くを通っても全く動かず，１尾

見えると数尾が続いて見えるという状況でした｡，

かなりの数の坦が群をなして生息しているのか

九しれ士甘ん。

　当初の目的として，漁期中であったサクラェ

ビの観察ということがありました。焼津沖・大

坪川仲九九に，水深200m付近の海底近くでサ

クラェビを確認することがで古ました。海底の

足近くをハネルように泳汗でいたサクラェビは，

ゆっく０としたスピードで動いているようでし

た。多数観察された部分ては，水中テレビに映

る約70cm四方程度の中に10～20尾が見られまし

た。船が移動していることもあ０ますが，かな

０短時間で見えなくなり，それほど群は大きく

ないのではないかと思われました。

　その他にも海底の足の表面でアカザェビ壮ど

の生物も観察することができました。今回のよ

うな水中カメラの観察等によ０，これまでわか

っていなかった海中の生物の生態などについて，

新しﾚヽ情報が得られるだろうと期待されます。

　　　　　　　　　　　　　　（森　　　印池）
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　前回は，代表的な有毒魚であ０，古くから研

究の行われて来た「フダ」についで紹介しまし

たが，その後まもなく販売禁庄措置のとられて

いる「アブラソコムツ」が山梨県の中火卸売市

場で多量に発見され，本県の流通，加工業者を

まき込んで新聞紙Ｌをにぎわしたことは，皆様

御承知のことと思います。

　食品衛生法では，人の健康を害なうおそれか

おる食品は販売（販売するために採寂した０，

加工したり，貯蔵したりすることも含仁）が禁

止されていますが，現在位介類でこれに当ると

して販売等が禁止されているものは，バラムツ，

アブラソコムツ，イシナギの肝臓，ドクカマス

の４種類となっています。これらは，知らずに

販売した０，貯蔵，加工等しても罰せられます

ので注意する必要があ０ます。そこで今回はこ

れら４種について，その毒性について述べ，不

注意による中毒事故が水産物全体のイメージダ

ウンを招くことのないよう注意を喚起したいと

思います。

　１．バラムツ

　2.７ブラソコムツ

この２種類の魚は同じクロタチカマス科（＝ス

ミヤ牛科）に囲する魚で，バラムツは昭和45年，

アブラソコムツは昭和56年に販売等の禁止措置

がとられています。

　禁止措置がとられた年代には10年の差かおり

ますが，有毒成分は［同じで，これら２魚種の体

内に含まれるワックス（ろう）が消化されず特

異な下痢症状を呈すことによる中毒であ０，死

亡例は起っていません。

　　　　　　　図１　バ　ラ　ム　ツ

　尚ラムツは筋肉中に13～23％，アブラソコム

ツは，19～21％と多恨の油を含んでいますが，

これはマグロのトロの油分12～14％をはるかに

超えています。さらにこの油分の90％近くがワ

魚　介　類　の　毒　の　は　な　し （その２）

ックスであると云われてお０ます。

　体内にワックスを有する燎種は，これら２種

の外に，クロオーマイウダイ，ヒウチダイ，ハ

ダカイワシ，シーラカンス，マッコウクジラ（

燎ではない）等が知られてお引何れも深海性

で垂直杵動の大きな種であるところから，ワッ

クス分か水圧変動の調整に役立っているものと

考えられています。この外にもボラの卵巣（カ

ラスミ）もワックス分を含んていますが，食用

とする場合の形態や量，中毒発生頻度等から前

記２種だけが規制の対象となっているものと思

われます。

(アブラソコムツ)

｀ . % 、

　3.イシナギの肝臓

　イシナギは，スズ平村（＝ハタ科）に囲する

大型位で，その肝臓には多量のビタミンＡが含

まれてお肌多い個体では150万IU/gに及ぶ

ほどと分かれています。このため肝臓を食べる

と，激しい頭痛の後，皮膚の落屑等特異な中毒

症状を示しますが，死亡例はないようです。

　昭和30年代東京都等で度々中毒が発生したた

め，昭和35年８月に販売禁止の楷置が講ぜられ

ています。

　このイシナギの肝臓ては，本県でも昭和56年

３月に，駿東郡清水町で中毒事件が発生し，新

聞紙上をにぎわしたので御存知の方もいると思

います。大皇位の肝臓は量的にもかな０な大き

さとなるため，食用に供されることがあるよう

ですが，イシナギ以外に仁メヌケ，サワラ，

マグロ等て同様な中毒が起る危険性があると云
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われてい寸す。ま趾，浴の成分はちがい寸牛が

本年２月には，三水県でアオブダイの肝臓を食

べて中古死するというすt伴が超ってお０，大型

仇の肝臓はイシナギに限らず充分汪意する昌要

があると坦われ往す。

・　　｀

　X｀ヽ｀4

づ

　　　　　　図２　ィ　シ　ナ　ギ

　かだレィシナギの場合は販売等が規制され

ているのは肝脆だけて，燎肉そのものは目由で

すので開違えないようにしてくださレ。

　4.　ドクカマス

　厚生首の通達万口，「占かます」（俗名おき

かます）と言九万レ寸すが，標準和名は，オニ

カマスが適当と坦われます。寸九毒かますの一

種として，Sphyraen a barracuda，さらに

口オオメカ７ス大呼｀ばれるSphyraena forst

enち含寸九る大考え九方が良い万しょう。

　峠和28年６月に販売等の禁臣排置がとられ万

いますが，いわゆるシガテラ毒魚の一種であり

シガト牛シン（Ｃ縦uatoxin）という神経性の

毒が原囚といわれています。

方楽に毒化打{向か強い特徴を特っています。　ま

た極端な場合は一つの島の東と西万は毒化か異

るはど扶レ範囲万の地域差があ０，毒力の経年

変化や個体差も犬古いため，坦種を特定するだ

け万ぽ心焦を判別万古ないなど，研完にも非常

な困難が伴い，現在までその毒化機構や，毒本

体の構造決定等未解決の分野を残しています。

　　　　　図３　オニカマス（ドクカマス）

　シガテラ毒を持つ魚は，過去には400種にも

焼ぶと云われて来ましたが，近年の研究では，

シガト牛シンを特つ可能性のある魚種け数十種

にすぎないと云われております。

　代表的なシガテラ毒魚を表Ｄﾆ示しました。

　これらの多くは南方系の魚種で，漁場も雨方

海域が主ですが，昭和42年に千葉県勝浦沖で漁

獲されたヒラマサによる中毒が現在のシガテラ

脂の北限と云われてお則本県沿岸を含む中部

犬孚洋域でも起る危険性があるちのと思われま

す。

　シガテテ毒魚で販売等の禁止措置がとられて

シガテラ毒魚は，古くは南方毒魚と呼ばれた　　いるものは，ドクカマス（オニカマス，オ手力

ように，南方産の位柿に多く，同一位種でも雨　　マス）だけですが，その他の位種で蛸

　　　　　　　　第１表　代表的なシガテラ毒坦

万一中

科 和　　名 才　　　名 中吉例等
ウツボ科

カマス科

アジ科

スヌ寺村(ハク打)

ﾌｴﾀﾞﾐｲ科(ﾀﾙﾐ科)

フエフ牛ﾀﾞｲ科

ベラ科

ﾌﾞﾀﾞｲ科

ニザダイ科

ゴマウツボ（ﾄﾞｸｹｿﾎﾞ）

オニカマス（ドクカマス）

オニカマス⑤一種

ドクヒラアジ（カスミアジ）

ニラミヒラアジ

カンマチ

ヒラマサ

バラハタ

マダラハタ（ョダレハタ）

バラフエダイ

イッテンフエダイ

イトヒ牛フエダイ

牛ツネフエフ牛

ョコシマクロダイ（ﾄﾞｸﾀﾞｲ）

ツユベラ（クマドリベラ）

ナンョウブダイ

ヒレナが呼（ライデンノヽｷﾞ）

半ｻｻﾐﾉ呼

Ｇｙｍｎｏｔｈｏｒ ａｘ　Ｊａｖａｎｌｃｕｓ

Ｓｐｈｙｒａｅｎａ ｐｉｃｕｄａ

Ｓｐｈｙｒａｅｎａ ｂａｒｒａｃｕｄａ

Ｃａｒａｎｘ ｍｅｌａｍｐｙｇｕｓ

Ｃａｒａｎｘ　ｌｅｓｓｏｎｌ

Ｓｅｎｏｌａ ａｕｒｐｕｒａｓ ｃｅｎｓ

Ｓｅｒｉｏｌａ ｄｕｒｅｏｖｉｔｔａｔａ

ｖａｒｉｏｌａ ｌｏｕｔｉ

Ｅｐｉｎｅｐｈｅｌｕｓ ｆｕｓｃｏｇｕｔｔ･ａｔｕｓ

Ｌｕｔ押ｎｕｓ ｂｏｈａｒ

ＬｕｔＪａｍ]ｓｍｏｎｏｓｔｉｇｍａ

Ｌｕｔｊａｍ]ｓ ｎｅｍａｔｏｐｈｏｒｕｓ

Ｌｅｔｈｒ出ｕｓ ｍｌｎｉａｔｕｓ

Ｍｏｎｏｔａｘｉｓ ｇｒａｎｄｏｃｕｌｉｓ

Ｃｏｒｉｓ　ｇａｌｍａｒｄｉ

Ｓｃ ａｒｕｓ　ｇｉｂｂｕｓ

Ｚｅｂｒａｓｏｍａ ｖｅ１汀erum

Ctenochaetus striatus

S 24, S28中毒例(東京)
S 28､6厚生宵通達

南鳥島で中毒例あり

ハ犬島で中吉例あり
S 47.8(静岡市)
S 42.5(千葉県勝浦)

S43.4岩手県S46藤枝市

伸縮で中毒例あり
S 41,S42(東京都)
S49.宮崎県
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毒事故が発生すれば，

ての取０扱いを受け，

で注意が必要です。

その時点で有害食品とし

処罰の対象になりますの

－◆訂正

　前回のフグ毒の第２衷に間違いがあ０ました

ので下記のとおり訂正下さい。

卵巣精巣 肝臓 皮 楊 肉 血液
ﾄﾞｸｻﾊﾞﾌｸﾞ４ ● Ｏ ○ Ｏ Ｏ Ｏ

**厚生省の研究結果から最も毒力の強い個体

の例を人の致死量を10,000 1 Uとして計算レ

上記基準で記載した。　　　　　　（馬場啓輔）

機構改革と人事異動

　４月１日付で，次のように水試の機構が変る

とともに人事異動が発令されました。

○水産試験場の組織

場長

　２　理　ヽ｀’　総　務　課　呂　　部｛船舶管理課

　　　　　　　　　　富士丸　　　　　　　　　ﾚ
駿河九

　　　　　　　　　－あ圭ぎ

　漁業開発部｛詣対談璧究室

于　　　　　　　　

が　及
　利用普及部千加工研究堂
　　　　　　　一水谷研究室

　　　　伊豆分場
　　　　伊東分場

　　　ﾚ

jJ名湖　場（魚病センター）
　　　　富上役鱒場

○人事異動（本場関係分のみ）

　　新任

啓業水産部技監兼場長　松浦勝己

漁業開発部長　小長谷輝夫　主任

利用普及部長　原田雄四郎　技師

研究主幹

　　転出

富土養鱒場長

藤技財務係長

水産課技師

犬上皓久　用務員

榊　敏彦

蒔田道雄

渡仲はる

阿井敏雄　静岡財務七事

福代一夫　　　　　福地睦男

村中文夫　　待合　疋田けい

本　場　日　誌

分場長会議

関東東海ブロック漁具漁法会議（本場）

（２月）

　１日

２日　淡水ブロック場長会（愛知県）

　　　カツオ漁業対策調査委託打合せ会議（東京）

３日　マグロ研究協議会（清水市）

８日　蒲鉾活路開拓検討会（焼津）

９日　沿岸漁業改善資金協議会（県庁）

９日

10日

↓5日

16目

17日

18日

21日

22日

24日

25日

（３月）

県棒受網鯖釣漁協総会（長岡町）

環境放射能測定技術部会（県庁）

農林水産技術会議（県庁）

普及職員研修会（清水市漁民会館）

原発モリタニング調査（御前崎）

関東,東海ブロック柏奎海洋連絡会（湯本町）

オ牛アミ，スカム打合せ（善的場）

加工連役員会（静岡市）

塩カルブライン凍結装置検討会（東京）

しらす船曳総大会（長岡町）

第1↓8同技術連絡協議会（本場）

塩カル説明会及び試食会（焼津漁協）

１日　食総研加工会議（茨城県）

４日　分場長会議（本場）

８日　青壮年部技術交流会（浜名湖）

　　　スカム報告会（東京）

９日　シラス研修会（浜名，福田）

　　　浮魚礁報告会（東海水研）

↓O日

14日

指定試験及び重金属凋査慢告白（東北本研）

塩カルブライン凍結検討会（東京）

水産加工排水検討会（焼津水産会）

　15日　サンマ検討会（東北本研）

　　　　オ牛アミ試験報告会（東京）

　16目　駿河湾深海漁業開発協議会（戸田村）

　　　　漁業公害，重要員類毒化対策事業ヒヤ

　　　　リング六万水産庁）

　↓7日　指定試験報告会（東海水研）

　18日　シラス研修会（福田地区）

　22日　アロツナス試食会（焼津）

　　　　　　調査船の動き

Ｏ富十九

　第１次ビンナガ漁場調査　　４月12目～27日

Ｏ駿河九

　一往三県サバ漁場一斉調査　４月13日～14日

　第１次近海カツオ漁場調査　４月17日～26日

　地先定線観測　　　　　　　　４月27日～28目
　　　　　　　編　集　後　記

　３月21日から始まったシラス漁は，４月上旬

までの沿岸水温の低さや天候不順などのために

芳しくあ０ません。

　一方，１目遅れて解禁になったサクラエビ漁

は，４月中旬までで約475トンの本揚けがあ0，

56年の同期に比べて約10倍，57年比で約４倍と

奸漁を続けています。

　いずれの漁も，値崩れのないよう大漁を祈っ

て止みません。　　　　　　　　　（山田）
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